
添付資料１：開発機の概要 

＜外観＞ 

写真１ 空冷式ヒートポンプチラー「コンパクトキューブ」外観 

 

 

＜仕様＞ 
表１ コンパクトキューブ仕様 

項 目 仕 様 

冷却能力 １８０kW 

消費電力 ４１．９kW 冷 却※１ 

定格ＣＯＰ ４．３０ 

加熱能力 １６０kW 

消費電力 ４１．６kW 加 熱※２ 

定格ＣＯＰ ３．８５ 

型式×個数 全密閉インバーター駆動スクロール圧縮機×４台 
圧縮機 

呼称出力 １２．５ｋW×４台 

冷 媒 種  類 Ｒ４１０Ａ 

高圧ガス保安法区分 届出不要※３ 

冷凍保安責任者 不 要※３ 

高 さ ２，４５０mm 
幅 １，９５０mm 寸 法 

奥 行 き ２，０６０mm 

製品質量（運転質量） １，６９０kg 

 
※１ 冷却条件は JIS B8613に基づき、外気乾球温度 35℃/湿球温度 24℃ 冷水入口 12℃/冷水出口 7℃ 

   冷却時の冷却能力および定格 COPは、散水時の値を示す。 

※２ 加熱条件は JIS B8613に基づき、外気乾球温度 7℃/湿球温度 6℃ 温水入口 40℃/温水出口 45℃ 

※３ 法定冷凍能力が 20トン未満のため、設置の際に高圧ガス保安法に基づく都道府県知事への高圧ガス許可申請・届出、お

よび冷凍保安責任者の選任は不要 



＜開発技術＞ 

 

１．コンパクト化・高効率化技術とシステムフロー 

 
 

図１ コンパクト化・高効率化技術のポイントとシステムフロー（冷房時） 

 

２．空気熱交換器および水熱交換器の高密度内蔵 

Ｕ字形の空気熱交換器を縦方向に積載、水熱交換器などの機器類を複数集中搭載することにより、

コンパクト化を実現 

 
 

図２ コンパクトキューブ機器配置図 

水熱交換器 

空気熱交換器 



３．部分負荷性能 

空調負荷に応じたインバーター駆動スクロール圧縮機の最適制御により、部分負荷性能を向上 
 

 

図３ 部分負荷性能 
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